
学校番号 １００７ 

令和３年度 美術科 

 

教科 美術 科目 ビジュアルデザイン 単位数 ２単位 年次 ３年次 

講座名 デザインワークⅡ 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

デザインワークⅠで学んだことを生かし、デザインの意義や働き、パッケージの持つ力などをパッケージデザイン

や商品開発など通じて追求します。 

商品開発では商品のターゲットを考慮したネーミングや色、キャラクター設定などアイデアを出し、創造的な表現

に挑戦し、実際にプレゼンテーションボードと作品制作を行い、プレゼンまで行います。 

 

２ 学習の到達目標 

・商品化するまでのプロセスを、実際にコンセプトを考え制作を行いプレゼンし学ぶ。 

・デザインワークⅠで身に付けた自己の表現力と柔軟なアイデアを出せる力を生かし、社会問題などを中心にデザ

インの役割を考え制作する。 

・作品の着想段階から製作段階へつなげる表現力、計画力を身につけ、デザインの役割、必要性を理解し､ 目的、

条件を的確に捉える力をつける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・意

欲・態度 
b:発想や構想の能力  c:創造的な技能 d:鑑賞の能力  

観
点
の
趣
旨 

・グラフィックデザイン

の持つ働きについて理解

し、人の心に訴える力が

あることに関心を持つ 

・包むものの形状や特性

などから主体的に主題を

生成し、パッケージの機

能や美しさを考え創意工

夫する。 

・人に向けて発信するグ

ラフィックデザインの働

きを考え主題を生成し、

表現の構想を練る。 

・創造的な表現を行うた

めに、形や色彩などの働

きを考え、イメージを膨

らませ伝えたいテーマの

構成を練る 

・生成した主題や表現媒

体の特質に合わせ、材料

や用具、配色の効果を考

え、工夫して表現する。 

・目的や意図に応じて材

料の特性を生かしたパッ

ケージのデザインを考え

る 

・デザイナーの制作への

思いや意図を感じ取り、

発想や構想の独自性、表

現の工夫などについて、

多様な視点から分析し

理解する。 

・鑑賞を行い、パッケー

ジデザインが持つ意義

や働きについて理解す

る 

評
価
方
法 

作品 

制作途中の作品 

アイデアスケッチ 

企画書 

リサーチ 

プレゼンテーションの

準備 

作品 

制作途中の作品 

アイデアスケッチ 

企画書 

プレゼンテーションの

準備 

作品 

制作途中の作品 

アイデアスケッチ 

企画書 

プレゼンテーション 

作品 

制作途中の作品 

アイデアスケッチ 

企画書 

リサーチ 

プレゼンテーション

での発言、感想シート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 

 

シルクスクリーンによる

ハンカチの制作 

 

 

〇 ◎ ◎ 〇 a:シルクスクリーンによる

表現に関心を持つ 

b:主題をもとに、魅力的な

模様やキャラクターを想像

したり、構成を考えるなど

工夫をしたか。また描画剤

など用具の扱いを学び、効

果的な表現ができたか 

c：シルクスクリーンの技術

を理解し、工夫して表現出

来たか 

d:テキスタイルデザインに

ついて学び、様々作品を鑑

賞し良さを感じ取る 

 

２ 

 

パッケージデザイン 

包む素材を考える 

〇 ◎ ◎ ◎ a:パッケージデザインを制

作することに関心を持ち、

包むものの形状や特性など

から主体的に主題を生成

し、パッケージの機能や美

しさを考え創意工夫する。 

b:主題をもとに、パッケー

ジの素材や特性、形や色彩、

質感などの造形要素の働き

を考え、創造的な構想を練

っている。 

c:目的や意図に応じて材料

の特性を生かしたパッケー

ジのデザインを創意工夫

し、計画や手順を吟味し、

制作の見通しを持って表現

している。 

d:作品や実際に様々な商品

を鑑賞し、良さや美しさ、

作者の表現意図と工夫など

を感じ取り、特徴を捉えて

分析するなどしてパッケー

ジデザインが持つ意義や働

きについて理解する 

 



３
４ 

 

マーケティング、商品開

発 

 

◎ ◎ 〇 〇 a: 計画性をもって主体的

に取り組んだ。様々なもの

に問題意識を持つなど関心

を持てたか 

 

ｂ：アイデアスケッチやブ

レームストーミングなどを

行い、オリジナリティあふ

れた発想ができたか 

・商品のターゲットを考慮

したネーミングや色、キャ

ラクター設定などアイデア

を出し、創造的な表現が出

来たか 

 

ｃ:プレゼンテーションボ

ードの目的を理解し、色や

構図など伝わりやすいか工

夫できたか。 

 

 

d:企業などの商品開発につ

いてリサーチする 

グ ル ー プ

ワ ー ク の

様 子 を 観

察 

企 画 書 と

立 案 の 様

子 

ア イ デ ア

スケッチ 

制作過程 

グ ル ー プ

で の 役 割

分担 

 

制 作 途 中

の作品 

 

作品 

 

プ レ ゼ ン

テ ー シ ョ

ンボード 

プ レ ゼ ン

での発言 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度    b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能          d:鑑賞の能力 

 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


